
業務委員会報告 

  2024 年 7 月 30 日 JVC ケンウッド 山本（記） 

 

【１】 全体 報告：濃人さん 

   24 年度活動計画紹介 

【２】 各 WG 活動内容報告 

① 展示会班 報告：内丸リーダー 

    ・4 月～活動内容 

     関西物流展（4/10～4/12）：酒井副会長テープカット、セミナー実施 

   運輸安全・物流 DX EXPO 2024（5/29～5/31）：ブース出展 セミナー実施 

      自動点呼、システムの進化 

    ・今後も展示会対応あり 

 

② WEB IT 班 報告：細川リーダー 

・お知らせ情報の追加 

    ・ウェブアクセス解析結果 

      安定した訪問者数が確保されている。以下の特色が見受けられる 

      「精度」に関する情報を探す傾向 

       アルコール検知器の認定制度や正しい使い方を検索する傾向 

    ・トップページに総計情報を掲載    

    ・検知器ユーザーに価値のある情報をわかりやすくコラム風に掲載したい 

    ・一般ユーザーに向けて専門知識をわかりやすく提供を目指す 

KPI：平均来訪者数 300 人／日 

 

③ 海外班 報告：杉本リーダー 

 海外のアルコールチェック事情の報告 

    ・アメリカの飲酒運転 

    ・ヨーロッパ：イギリス、スペインの情報 

        各国の飲酒運転基準値一覧 

    ・アジア：韓国の情報 

          飲酒運転摘発は日本の 6.6 倍 

         台湾 

          最新の罰金の情報（バイク、小型・大型車両） 

         ベトナム 

          飲酒運手の取り締まりを強化してきている  

    ※追加提案、依頼 



     各都道府県の安全運転管理者向け法定講習（年 1 回）で配布されるテキスト 

   収集ご協力お願いしたい 

   ⇒法制化内容の記事を協議会 HP 掲載時の参考にできないか 

 

④ 統計班 報告：三井リーダー 

・都道府県別 安全運転管理者専任事業所数の報告 

     Web IT 班と連携し HP 掲載を検討 

     令和 3 年から専任事業所増えてきている 

 

【３】まとめ 濃人さん 

検知器の精度、使い方に関心が寄せられている 

 ⇒Web のコンテンツ強化が必要 

 

                                  以上 


